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近年の HPC 用計算機に用いられる CPU は、スカラ型マルチコア CPU が主流である。現

在の PC クラスタ型汎用スーパーコンピュータでは、ノードあたり 2-4 個の CPU が搭載で

き、ノード当たりのコア数は 8-64 個が主流となっている。一方で、ソーティングアルゴリ

ズムには様々な用途があるものの、並列化された（フリーな）サンプルプログラムはほと

んど出回っていない。本研究の目的は、OpenMP を用いて簡単な並列化を行った Fortran 版

ソーティングアルゴリズムの性能評価を行うことである。 

本研究では、単精度実数配列 a(n)をその整数部 floor(a)に対して昇順になるように並べ替

えるソーティングアルゴリズムの中で、高速かつ容易に並列化可能なクイックソート、マ

ージソート、カウンティング（計数）ソートの 3 つの性能評価を行った。クイックソート

とマージソートは omp taskディレクティブを用いた再起アルゴリズムを採用した。カウ

ンティングソートは、分布の数え上げとデータの並び変えを omp do ディレクティブによ

り並列化した。データ数は n=1,200,000,000、要素数は m=1,000 とし、強いスケーリングの

テストを行った。速度計測には、名古屋大学太陽地球環境研究所のスーパーコンピュータ

DELL PowerEdge R815（Opteron 6174 [12 コア・2.2GHz]×4CPU, 96GB メモリ／ノード）を

用いた。 

再起アルゴリズムを omp task ディレクティブにより並列化した場合、task 起動のオー

バーヘッドが大きいために計算速度が低下することが分かった。また task が不均一に起動

されることにより、使用コア数が増加する

とスケーラビリティが著しく低下するこ

とが分かった。これらは、今後の OpenMP

のバージョンアップにより改善されるも

のと期待している。一方、カウンティング

ソートは、16 コア使用時にスケーラビリテ

ィが 50%を下回り、48 コア使用時では 20%

未満であった。効率が落ちる原因として、

使用スレッド数 p×要素数 m の累積分布を

作成するときの計算負荷が増加している

（本来ならば O(m)）ことが挙げられ、ア

ルゴリズムの改善が必要である。 
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